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丑年生まれの年男　山中 正
ま さ

敏
と し

 さん（83歳）
上椎葉（桑の木原）　（平成20年12月13日撮影）

丑
椎葉牛　飛躍の年！
２００９
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２００９年

新年の
ごあいさつ

　

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

日
頃
よ
り
村
行
政
の
推
進
に
お
き
ま
し
て

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

世
界
的
な
株
価
暴
落
や
円
高
ド
ル
安
に
よ

る
経
済
の
不
安
、
日
本
や
世
界
で
起
こ
っ

た
大
地
震
な
ど
の
異
常
気

象
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
の
日
本

人
選
手
の
活
躍
、
科
学
分

野
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受

賞
な
ど
、
２
０
０
８
年
の

漢
字
「
変
」
に
表
さ
れ
る

と
お
り
、
良
く
も
悪
く
も

変
化
の
多
い
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
で

の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し

た
。
ま
ず
、畜
産
業
で
は
、

郡
の
共
進
会
で
２
度
の
団

体
優
勝
を
獲
得
し
、
優
等

首
席
牛
も
５
頭
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
53

回
宮
崎
県
し
い
た
け
品
評

会
で
は
、
惜
し
く
も
団
体

の
部
が
準
優
勝
な
が
ら
、
個
人
の
部
で
は

５
人
が
優
等
を
獲
得
し
、
特
別
表
彰
（
袋

物
の
部
）
で
は
13
品
中
11
品
が
選
ば
れ
る

ほ
ど
の
好
成
績
で
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

日
本
中
で
食
の
安
全
が
さ
け
ば
れ
る
中
、

ホ
ウ
レ
ン
草
や
イ
チ
ゴ
を
代
表
と
す
る
高

冷
地
野
菜
等
が
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
は
、
農
家
や
関
係
者
の
皆
様
の

努
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

交
通
の
面
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
村
営

バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
が
大
幅
に
改
善
・
拡

大
さ
れ
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

　

教
育
の
面
で
は
、
小
・
中
・
高
生
が
ス

ポ
ー
ツ
や
各
種
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
ま
し
た
。
中
で

も
、
宮
崎
工
業
高
校
３
年
の
七な

な

尾お 

紘
ひ
ろ
し

く

ん
は
、
全
国
高
校
総
体
陸
上
男
子
砲
丸
投

げ
で
見
事
に
優
勝
。
松
尾
中
の
那
須 

悠ゆ
う

理り

さ
ん
は
土
砂
災
害
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
多
く
の
児
童

生
徒
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学

校
を
中
心
に
、
Ａエ

ー

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー（

自
動
体
外
式
除じ

ょ

細さ
い

動ど
う

器き

）
が
村
内
各
地
区
に
整
備
さ
れ
、

突
然
の
心
臓
発
作
な
ど
の
救
命
処
置
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、２
０
１
１
年
７
月
に
迫
っ
た
、

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
併
せ
、
村
内

全
域
の
「
高
度
情
報
通
信
網
の
整
備
」
と

難
視
聴
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
や
拠
点

椎
葉
村
長　

椎
葉 

晃
充

甲斐 眞后 教育長

椎葉 晃充 村長

施
設
の
整
備
、
老
朽
化
し
て
い
る
大
河
内

小
学
校
の
改
築
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

椎
葉
村
へ
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
平

成
16
年
、
17
年
の
台
風
で
の
災
害
復
旧
工

事
は
ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
公
共
事
業
削
減
で
雇
用
不
安
が
広
が

る
な
か
、
村
内
の
村
道
・
林
道
の
路
面
整

備
な
ど
の
維
持
工
事
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
に
よ
る
行
財
政
改
革
が
進
む
中
、

さ
ら
に
厳
し
い
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
第
四
次
長
期
総
合
計
画
」に
基
づ
く
、

諸
政
策
を
推
進
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
う
新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

椎
葉
村
の
改
革
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
ま
す
。
本
村
は
平
成
15
年
度
に
自
立
の

道
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
常
に

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
村
民
が
誇
り
と
生

き
甲
斐
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
い
の
ち
か
が
や
く
森
林
文
明
郷
、
か
て

〜
り
の
里
椎
葉
」
を
基
本
理
念
に
、
こ
れ

か
ら
も
諸
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。「
住

み
よ
い
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
」
の
た
め

に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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住みよい

　活力のある

　　　村づくり 甲斐 美義 議長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

21
世
紀
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
の
時

に
、
緑
豊
か
な
地
球
に
生
き
、
こ
の
瞬
間
に

し
か
味
わ
え
な
い
感
動
を
、
村
民
の
皆
様
方

と
と
も
に
享
受
す
る
喜
び
と
興
奮
は
、
言

葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
の
政
治
、
経
済
は
依

然
混
沌
と
し
て
お
り
、
先
行
き
の
不
透
明

感
が
払
拭
で
き
な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
景
気
回
復
の
た
め

の
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
刻
も
早
い
回
復
を
望
み
た
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
国
家
財
政
も
非
常
に
厳
し

い
中
、
我
が
村
に
お
い
て
も
同
様
に
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
時
代

を
見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
置
き
な

が
ら
、
村
民
の
皆
様
の
求
め
る
効
率
の
良
い

行
政
を
念
頭
に
、
村
執
行
部
と
互
い
に
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
「
村
民
参
加
」
の
村
政

運
営
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
難
な
財
政
状
況
と
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
生
活
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村

民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

こ
の
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
輝
か
し
も
の

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
の
輝
か
し
新
春
を
迎
え
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
様
に
教
育
行
政
全
般
に
わ

た
っ
て
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
各
種
の
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
、着
実
な
教
育
活
動
が
展
開
で
き

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
が
平
成
十
八
年
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
教
育
振
興
計
画
の
策
定

や
新
し
い
教
育
課
程
の
導
入
な
ど
教
育
制

度
も
種
々
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
教
育
委
員
会
の
組
織
機
能
の
強
化

の
た
め
、
平
成
十
九
年
に
地
方
教
育
行
政

法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
教
育

行
政
に
幅
広
い
民
意
を
反
映
さ
せ
る
目
的

で
、
教
育
委
員
に
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
教
育
も
こ
の
教
育
改
革
の
中
で

進
め
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
校

教
育
で
は
、
学
力
と
体
力
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
培
わ
れ
て
き
た
自
然
や
伝
統
文
化
・
歴

史
を
大
切
に
し
、
互
い
に
助
け
合
う
「
か
て

〜
り
の
里
」
が
息
づ
く
心
豊
か
で
生
き
生
き

と
し
た
子
ど
も
た
ち
が
力
強
く
育
ち
、
楽

し
く
学
び
合
う
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
や
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・

社
会
体
育
な
ど
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
皆

様
の
学
習
意
欲
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
文
化
財
の
保
護
や
文
化
の
振

興
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
教
育
環
境
や
機
能
の
確

認
も
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

椎
葉
村
議
会

議
長　

甲
斐 
美
義

椎
葉
村
教
育
委
員
会

教
育
長　

甲
斐 

眞
后
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2009年私の抱負
丑

う し

丑年生まれの 
　年男・年女 を
　　　紹介します

大正２年生（95歳） ９人
大正14年生（83歳） 42人
昭和12年生（71歳） 70人
昭和24年生（59歳） 73人
昭和36年生（47歳） 49人
昭和48年生（35歳） 33人
昭和60年生（23歳） 24人
平成９年生（11歳） 23人

※年齢は平成21年１月１日現在

丑年生まれの
椎葉村民は 323人

【大正２（1913）年】桑弓野巡査駐在所が巡査部長駐在所に昇格、森永ミル
ク・キャラメル発売（１粒５厘）※1000厘＝100銭＝1円

【大正14（1925）年】治安維持法公布、東京放送局（後の日本放送協会）が
ラジオ放送開始、イギリスで初のテレビジョン実験に成功

【昭和12（1937）年】松尾郵便局 開局、日中戦争勃発、第１回プロ野球オー
ルスター戦開催、川端康成の「雪国」が出版される

【昭和24（1949）年】西臼杵郡椎葉村が東臼杵郡に編入、穴の開いた５円玉
発行、湯川秀樹が日本人初のノーベル賞（物理学）を受賞

【昭和36（1961）年】村立上椎葉診療所開所、椎葉村商工会創立、ＮＨＫ朝
の連続テレビ小説放送開始、坂本九「上を向いて歩こう」がヒット 

【昭和48（1973）年】椎葉村章・村旗指定、椎葉農協が合併し日向農協椎葉
支店となる、第一次オイルショック、日本国内での出生数ピーク（209万人）

【昭和60（1985）年】椎葉平家800年まつり開催、奧椎葉橋開通、科学万博
つくば'85開催、日航ジャンボ機墜落事故発生

【平成９（1997）年】椎葉民俗芸能博物館落成、森林組合木材加工センター
落成、消費税改定（３％→５％）、たまごっち・ポケモンがブーム

甲斐 美
み

千
ち

代
よ

 さん（47歳）鹿野遊（野老ケ八重）
　昨年は娘に子どもがうまれました。今年は息
子にお嫁さんができるといいな。

黒木 貞
さ だ

男
お

 さん（95歳）栂尾（栂尾）
　健康に気をつけて、100歳まで長生きします。

廣
ひ ろ

末
す え

 　望
のぞみ

 さん（23歳）不土野（不土野上）
　笑顔で仕事を頑張ります。

右田 芽
め

衣
い

子
こ

 さん（23歳）上椎葉（中１）
　毎日笑顔を心がけて一生懸命仕事を頑張ります。

椎葉 真
ま

由
ゆ

美
み

 さん（35歳）小崎（臼杵俣）
　患者さん（村民のみなさん）に頼られる看護師をめざします。

椎葉 京
きょう

子
こ

 さん（47歳）上椎葉（上２）
　現在チャレンジしていることがあり、頑張っています。

荒竹 トシ子 さん（59歳）尾八重（松木）
　還暦をむかえました。３月までは病院にお世話にな
りますが、４月から主人の後をついていきます。

〜 私たちは、こんな年に生まれました！ 〜

椎葉病院平寿園
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岩
い わ

﨑
さ き

 　勲
いさむ

 さん・ハツエ さん
　　　　　　（83歳）　　　　（83歳）

大河内（大薮）

　

牛
を
18
頭
飼
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
立
派
な
牛
が
で
き
る
よ

う
に
世
話
を
し
ま
す
。

夫　婦

児玉 樹
じ ゅ

里
り

愛
あ

 さん・智
さ と

志
し

 さん
　　　　　　　 （11歳）　　  （35歳）

松尾（尾平）

（
智
）
闘
牛
の
よ
う
に
突
っ
走

り
ま
す
。

親　子

（
樹
）
最
上
級
生
と
し
て
み
ん

な
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。

甲斐 真
ま

菜
な

佳
か

 さん・美
み

沙
さ

紀
き

 さん
　　　　　 　（11歳）　　　  （11歳）

尾向（追手納）

（
美
）
剣
道
の
練
習
を
頑
張
り

ま
す
。

姉　妹

（
真
）
友
だ
ち
と
仲
良
く
し

ま
す
。

右田 松
ま つ

藏
ぞ う

 さん・悠
ゆ う

晶
せ い

 くん
　　　　　     （71歳）　　  （11歳）

小崎（川ノ口）

（
悠
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
を
頑
張
り
ま
す
。

祖父孫

（
松
）
孫
の
成
長
が
楽
し
み
。健

康
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
で
す
。

甲斐 孝
た か

光
み つ

 さん・渚
なぎさ

 さん
　　　　　　　 （47歳）　 （23歳）

尾向（向山日当下）

（
渚
）
仕
事
を
見
つ
け
ま
す
。

（
孝
）
家
族
み
ん
な
が
元
気
で

あ
れ
ば
い
い
で
す
。

親　子

那須 　蓮
れ ん

 くん・ともみ さん
　　　　　 （11歳）　　　  （35歳）

椎葉 きよ子 さん（59歳）
上椎葉（中２）

（
と
）
家
族
仲
良
く
過
ご
し
た

い
で
す
。

（
き
）
孫
の
お
守
り
を
し
な
が

ら
長
生
き
し
た
い
で
す
。

（
蓮
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
勉
強

も
頑
張
り
ま
す
。

親子三代

黒木 利
と し

光
み つ

 さん （71歳）
栂尾（中山）

　

自
給
自
足
の
生
活
が
目
標
で
す
。

椎葉 ミツノ さん （95歳）
大河内（丸野）

　

今
年
も
元
気
で
過
ご
せ
る
と
い
い
で
す
。

那須 チエ子 さん （83歳）
仲搭（木浦）

　

毎
月
の
サ
ロ
ン
が
楽
し
み
で
す
。



Public Relations of  SHIIBA �2009（H21）１月号

シイタケ（椎茸）健康
レシピ

「なば うどん」
乾シイタケ５枚・小

麦（中力）粉500g・

山芋（中）1/2本・塩25g・

シイタケのもどし汁180㏄・

打ち粉（片栗粉）少々 

⑭

【栄養成分】※1人分　エネルギー：758kcal 

たんぱく質：27.7ｇ 　脂質：12.8ｇ 　塩分：5.0ｇ 

【ひと言】塩分の摂取を控えるためには、汁は最後

まで飲みほさずに残すようにしましょう！

　シイタケは炭水化物、繊維、ミネラルが主で、
低カロリー。食材としてだけでなく、だしをと
るのにもよく使われます。椎葉村ではたくさん
の方が栽培しており、方言で「なば」と呼ばれ
親しまれています。今回紹介する料理は「なば
うどん」。みなさんは、うどんを打つのは難しい
と思っていませんか？ 実は以外と簡単にできる
んですよ。ぜひ試してみてください。

麺
に
も
だ
し
汁
に
も

シ
イ
タ
ケ
た
っ
ぷ
り
！

中竹 栄
さかえ

 さん（47歳）　直
なお

人
と

 さん（47歳）

松尾（栗の尾）※丑年生まれの夫婦です！

◆つくり方
うどん麺をつくる

① シイタケ５枚は水戻しし、４つ切りにして戻し汁１カップといっしょ
になめらかになるまでミキサーにかける。山芋はおろし金でおろす。

② ①と中力粉・塩を全体がボロボロになるように混ぜ、踏み伸ばして
はたたみをくりかえしながらこね、つやが出たら団子に丸めて常温
で20分くらい寝かす。 (ビニール袋に入れて作業すると簡単です）

③ ②を３〜４㎜にのばし、打ち粉をしてたたみ、３㎜幅に包丁で
切ってうどん麺を作る。

④ うどん麺を熱湯で10分くらい茹で、揚げたらすぐに水にさらし
て冷やし、ざるにとる。

だし汁をつくる
⑤ 鶏肉とシイタケを好みの大きさに切り、Ａのだし汁で甘辛く煮込んでおく。
⑥ かまぼこは薄切り・ネギは小口切り・ユズ皮は千切りにしておく。
⑦ Ｂのだし汁を合わせ煮立てる。
⑧ 器にうどんをとりわけ、煮つけた鶏肉、シイタケ、かまぼこ、ユ

ズ皮、ネギをのせ、⑦のだし汁をかける。

春の七草で 今年も健康！

　不土野（古枝尾下）の那須和
かず

子
こ

さんは丑年生
まれの71歳。10年ほど前から七草の栽培に取り
組んでいます。農薬を使っていないので、虫が
つかないように手入れをするのが大変。冬場の
水仕事で手はカチカチになります。収穫と出荷
で年末・年始は大忙し。

「元気で楽しく、自給自
足の生活がしたい」と話
した和子さん。１月５日
からが少し遅めの正月休
みです。

「芹
せ り

、薺
なずな

、御
ご

形
ぎょう

、繁
は こ べ ら

縷、仏
ほとけ

の座
ざ

、菘
すずな

、蘿
す ず し ろ

蔔」これぞ七草！

　１月７日の朝、７種の野菜を刻んで入れた粥
かゆ

「七
なな

草
くさ

粥
がゆ

」を食べ
る風習があり、邪気を払い万病を除く占いとされています。今年も
椎葉村で栽培され、全国へ届けられた七草が、みなさんの体に大
自然のパワーを吹き込みます。今年も一年、元気に頑張りましょう。

立
派
な
シ
イ
タ
ケ
を

作
り
ま
す
！

◆材料（４人分）

A（醤油大さじ2・みりん

大さじ2・砂糖大さじ2・

だし汁1カップ）

B（シイタケ戻し汁6カップ・薄口

醤油1/2カップ・みりん1/2カップ）

麺 だし
しいたけ料理の部

【 優 秀賞 】

特産品コンテスト椎葉平家まつり
２００８



Public Relations of  SHIIBA � 2009（H21）１月号

　11月１日に内閣府より発表された高齢者叙勲で、那
須保さんが旭日単光章を受章されました。
　那須保さんは、５期20年の永きにわたり本村議会議
員として、また監査委員として16年間ご尽力をいただ
きました。その功績とご労苦が認められ今回の受章と
なりました。

【高齢者叙勲とは】春秋叙勲により勲章を授与されて
いない功労者のうち、米寿である88歳になった方を対
象として授与されるものです。

　

12
月
３
日
、
役
場
で
消
防
団
退
職
者
へ

の
退
職
報
償
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
対
象
者
は
昨
年
度
の
退
職
者

15
人
。村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
椎
葉
村
の
消
防
団
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に

は
村
か
ら
報
償
金
が
、
消
防
庁
か
ら
銀
杯

と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
団 

退
職
者
表
彰

銀
杯
と
感
謝
状
を
贈
呈

自
治
功
労
者
へ
高
齢
者
叙じ
ょ

勲く
ん

　10月31日、宮崎市で行われた平成20年度宮崎県社会
福祉大会において、これまでのボランティア活動の功
労実績が認められた「松尾シルバーグループ」が、宮
崎県社会福祉協議会長表彰を受賞されました。松尾シ
ルバーグループは、現在会員数が24人。松尾の大イチョ
ウ周辺の清掃作業や学校行事に参加して伝統芸能「網
投げ踊り」の指導を行うなど、様々なボランティア活
動を通して会員相互の親睦をはかりつつ、心豊かに年
を重ねることを目的として活動しています。

▲村長から表彰状の伝達を受けたグループのみなさん
　（12月10日・村長室）
　左から甲斐秀

ひで

子
こ

さん（竹の八重）、鳴
なる

海
み

タカ子さん（新
下松尾）、椎葉アサヨさん（岩屋戸上）

松尾シルバーグループを表彰

受賞おめでとうございます

▲退職者代表あいさつ
　椎葉 一

はじめ

さん（前５部長）
▲代表で消防庁長官の感謝状を受け取った
　甲斐左

そ

右
う

吉
きち

さん（前10部長）

那
須 

保た
も
つ 

さ
ん
（
88
歳
）

上
椎
葉
（
辻･

間
柏
原
）

　

こ
の
祭
り
は
美
郷
町
に
ま
つ
わ
る
百
済

王
伝
説
の
証
と
さ
れ
、
木
城
町
に
祀ま

つ

ら
れ

て
い
る
王
子
が
、
父
王
の
祀
ら
れ
て
い
る
美

郷
町
の
神
門
神
社
を
訪
れ
再
会
す
る
と
い

う
、
珍
し
い
形
式
の
祭
り
で
す
。
初
日
の

「
迎
え
火
」
は
夕
闇
迫
る
神
門
神
社
付
近
で

行
わ
れ
、
こ
の
祭
り
一
番
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

す
。
西
日
本
最
大
級
と
い
わ
れ
る
こ
の
迎

え
火
は
、
約
30
基
も
の
や
ぐ
ら
が
天
を
も

焦
が
さ
ん
ば
か
り
に
燃
え
上
が
り
、
誰
も

が
圧
倒
さ
れ
ま
す
。荘
厳
で
ロ
マ
ン
あ
る「
師

走
ま
つ
り
」
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

１
月
23
日
（
金
）
迎
え
火

　
　
　
　

１
月
24
日
（
土
）
夜
神
楽

　
　
　
　

１
月
25
日
（
日
）
お
別
れ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
郷
町 

企
画
情
報
課

　
　

☎
０
９
８
２―

６
６―

３
６
０
３

「
師
走
ま
つ
り
」

美　

郷　

町

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
へ
行
こ
う
よ
！
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平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
住
民
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
村
内
に
住
ん
で
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
申
告
の
必
要
な
方
】

①
事
業
（
営
業
・
農
業
）
所
得
が
あ
る

②
給
与
・
賃
金
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
る

③
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

④
年
金
・
山
林
・
不
動
産
所
得
等
が
あ
る

⑤
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
る

【
申
告
の
必
要
な
い
方
】

①
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
い
報
告
書
の
提

出
が
あ
っ
た
（
年
末
調
整
を
受
け
た
）

②
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
扶
養
家
族
構
成
、
氏
名
・
生
年
月
日
の

分
か
る
書
類
（
保
険
証
等
）

③
所
得
や
必
要
経
費
の
書
類
・
計
算
書

※
椎
茸
等
の
売
上
伝
票
、
Ｊ
Ａ
の
経
費

明
細

※
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票（
ハ
ガ
キ
）

※
保
険
料
満
期
受
取
の
証
明
書 

な
ど

④
そ
の
他
、
控
除
証
明
書
等

※
生
命
保
険
、
地
震
保
険
の
控
除
証
明

書 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場 

税
務
住
民
課

　
　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
５

椎葉
晃充
村長の

12月の
動き

▲定例議会での村長答弁（10日）

１
日　

補
正
予
算
査
定

２
日　

国
有
林
野
所
在
町
村
会
議（
宮
崎
市
）

３
日　

高
齢
者
叙
勲
伝
達
式

　
　
　

庁
議
、
消
防
部
長
会

　
　
　

高
齢
者
・
介
護
策
定
委
員
会

　
　
　

消
防
退
職
慰
労
金
伝
達
式

４
日　

災
害
復
旧
全
国
大
会

　
　
　
　
（
〜
５
日
・
東
京
都
）

８
日　

木
材
利
用
支
援
補
助
金
交
付
式

　
　
　

当
初
予
算
編
成
方
針
説
明
会

10
日　

12
月
定
例
議
会
（
〜
11
日
）

12
日　

東
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進

　
　
　
　

中
央
大
会
（
〜
13
日
・
東
京
都
）

16
日　

宮
崎
県
林
業
審
議
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

入
郷
地
区
衛
生
組
合
議
会（
美
郷
町
）

　
　
　

観
光
協
会
理
事
会

18
日　

社
協
理
事
・
評
議
員
会

　
　
　

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

　
　
　
　

有
志
連
絡
協
議
会
（
熊
本
市
）

19
日　

障
が
い
者
福
祉
施
策
推
進
協
議
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会

　
　
　
　
（
〜
20
日
・
宮
崎
市
）

22
日　

県
感
染
症
対
策
審
議
会（
宮
崎
市
）

24
日　

自
治
会
・
総
合
組
合
議
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

郡
町
村
会
臨
時
会
・
行
政
懇
談
会

（
〜
25
日
・
宮
崎
市
）

25
日　

入
札
・
村
内
現
場
巡
視

26
日　

仕
事
納
め
式

　

２　

月

９
日
（
月
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
役
場 

第
２
会
議
室
】

　
　

農
業
所
得
者
（
免
税
牛
の
み
）

　
　

上
椎
葉
、鹿
野
遊
、松
尾
、仲
塔
、尾
八
重

10
日
（
火
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
役
場 

第
２
会
議
室
】

　
　

農
業
所
得
者
（
免
税
牛
の
み
）

　
　

尾
向
、小
崎
、栂
尾
、大
河
内
、不
土
野

12
日
（
木
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
役
場 

第
２
会
議
室
】

　
　

営
業
所
得
者
の
み
・
全
地
区

16
日
（
月
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
松
尾
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

松
尾
日
添
地
区 

及
び 

旧
岩
屋
戸

17
日
（
火
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
松
尾
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

松
尾
日
当
地
区

18
日
（
水
）　

９
時
30
分
〜
15
時

　
【
不
土
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
】

　
　

不
土
野
全
地
区

19
日
（
木
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
鹿
野
遊
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

鹿
野
遊
全
地
区

23
日
（
月
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
仲
塔
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
】

　
　

仲
塔
全
地
区

24
日
（
火
）　

９
時
30
分
〜
16
時

　
【
小
崎
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

小
崎
全
地
区

25
日
（
水
）　

９
時
30
分
〜
16
時

 （
午
前
）【
矢
立
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

矢
立
、
合
戦
原

 （
午
後
）【
本
郷
地
区
集
会
セ
ン
タ
ー
】

　
　

本
郷
、
城
、
丸
野
、
大
藪

※
矢
立
集
会
セ
ン
タ
ー
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
、
午

後
の
本
郷
集
会
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

26
日
（
木
）　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
【
役
場 

２
階
会
議
室
】

若
宮
、
桑
の
木
原
、
針
金
橋
、
尾
田

山
中
、
下
福
良
、
間
柏
原
、
夜
狩
内
、

佐
礼
、
佐
礼
住
宅
、
尾
平

　

３　

月

２
日
（
月
）　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
【
役
場 

２
階
会
議
室
】

若
宮
住
宅
、
針
金
橋
団
地
、
上
椎
葉

上
・
中
・
下
、
山
中
団
地
、
那
須
橋
、

持
田
団
地
、
下
椎
葉

３
日
（
火
）　

９
時
30
分
〜
15
時

　
【
尾
前
集
会
所
】（
拝
殿
）

　
　

尾
前
全
地
区

４
日
（
水
）　

９
時
30
分
〜
16
時

 （
午
前
）【
向
山
山
村
広
場
】

　
　

向
山
日
当
上
・
中
・
下

 （
午
後
）【
日
添
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
】

　
　

向
山
日
添
、
追
手
納

※
向
山
山
村
広
場
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
、午
後
の

日
添
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

５
日
（
木
）　

９
時
30
分
〜
14
時

　
【
尾
八
重
集
落
セ
ン
タ
ー
】

　
　

尾
八
重
全
地
区

９
日
（
月
）　

９
時
30
分
〜
14
時

　
【
栂
尾
の
館
】

　
　

栂
尾
全
地
区

※
３
月
９
日
以
降
は
、
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
方
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

※
狩
猟
者
の
方
は
、
農
業
（
林
業
）
所
得

の
申
告
を
し
な
い
と
狩
猟
税
の
軽
減
対

象
か
ら
外
れ
ま
す
。

申
告
は
正
し
く

　

お
早
め
に
！

住
民
税
・
所
得
税

　
　

申
告
相
談

申
告
相
談
受
付　
日
程
表
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※
① 

市
山
権
現
様 

＝ 

市
山
権
現
は
、
白
岩
山

中
腹
の
険
阻
な
山
奥
に
あ
っ
た
た
め
に

管
理
が
行
き
届
か
ず
、
昭
和
に
入
っ
て

別
途
御
分
霊
を
岩
屋
戸
神
社
に
遷う

つ

し
て

奉
祭
。祭
祀
の
万
全
を
期
す
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
地
名
市
山
は
、
奥
山
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
る
よ
う
だ

※
② 

ね
っ
き 

＝ 

近
く
に

※
③ 

う
と 

＝ 

樹
木
に
あ
い
た
穴

※
④ 

め
ん
め
ぇ
ど
も 

＝ 

自
分
た
ち

※
⑤ 

一
の
枝 

＝ 

一
番
下
の
太
く
長
く
伸
び
た

枝
の
こ
と
。
こ
の
枝
は
、
苗
の
時
か
ら
あ

る
そ
の
樹
木
の
う
ち
で
も
一
番
古
い
枝

※
⑥ 

飛
び
神
様 

＝ 

御
分
祠

※
⑦ 

あ
ば
け
ん
し
こ 

＝ 

た
く
さ
ん
に
。
三
〇

　
　

 

〇
町
歩
の
槙
の
大
自
然
林
だ
っ
た
は
ず

と
い
う

※
⑧ 

越
前
の
国
か
ら
ヤ
ロ
ク
・
ヒ
コ
ロ
ク 

＝ 

神
社
向
拝
前
の
鰐
口
に
は
「
浦
大
田
屋

与
六
」
と
あ
り
、
こ
の
銘
文
の
人
物
は

江
戸
の
人
と
伝
え
る

※
⑨ 

こ
ず
ん
で 

＝ 

積
み
上
げ
て

※
⑩ 

唐
金 

＝ 

青
銅
。
鰐
口
二
つ
が
現
存
し
て

い
る

※
⑪ 

祓
え 

＝ 

こ
こ
で
は
祈
願
文

◎
山
中
重
光
氏
に
『
み
み
か
わ
』
六
号
「
市
山

槙
嶽
大
明
神
」
の
現
地
調
査
レ
ポ
ー
ト
が

あ
る
。
ま
た
、
松
尾
中
学
校
郷
土
研
究
ク

ラ
ブ
の
『
松
尾
む
か
し 

む
か
し
』「
市
山
権

現
の
話
」
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
時
、
甲

斐
忠
弥
さ
ん
（
当
時
七
十
六
歳
）
が
「
昭
和

七
年
八
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
祖
父 

熊
八

氏
か
ら
伝
え
聞
い
た
伝
説
な
の
だ
」
と
言
っ

て
語
ら
れ
た
録
音
テ
ー
プ
を
家
族
が
大
切

に
残
し
て
い
た
の
で
、
松
岡
正
社
氏
に
困
難

を
お
し
て
再
現
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、

村
外
の
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
多
少
の
手

を
加
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
文
責　

山
中 

耕
作
）

川
を
下
っ
て
、
今
の
日
向
市
の
美
々
津
の
港
に

運
う
で
、
そ
こ
に
置お

え

ぇ
ち
ょ
っ
た
な
ら
、
ま
た
い

つ
の
間
に
か
、
全
部
焼
け
て
し
も
う
た
と
げ
な
。

「
こ
り
ゃ
あ
、い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
」
ち
ゅ

う
て
ヤ
ロ
ク
た
ち
は
、
ど
う
も
気
味
が
悪
う
な
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
げ
な
け
ん
ど
「
恐
ら
く

市
山
の
木
は
氏
神
様
が
祭
っ
ち
ょ
っ
た
か
ら
、

そ
れ
で
無
断
で
切
り
取
っ
た
罰
が
あ
た
っ
た
っ

ち
ゃ
ろ
う
」
ち
ゅ
う
こ
て
ぇ
な
っ
て
、
美
々
津
の

港
か
ら
帰
り
に
、
唐か

ら

金か
ね

※
⑩
を
二
つ
市
山
様
の

神
社
に
断
り
と
し
て
届
け
た
ち
ゅ
う
。
そ
の
唐

金
は
、
今
で
も
残
っ
ち
ょ
う
る
。
昔
の
文
字
の

こ
と
で
、
俺お

っ

ど
も
に
ゃ
あ
分
か
ら
ん
け
ん
ど
、

　
　

延
宝
七
年（
一
七
二
九
）乙
未
歳
九
月
吉
日

　

願
主　

浦
大
田
屋
与
六

ち
ゅ
う
て
刻
ま
れ
ち
ょ
う
る
。

　

そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
後
は
、
誰
も
こ
の
山
の

木
を
伐
る
者
は
お
ら
ん
ご
と
な
っ
た
げ
な
。
今

も
天
然
の
木
が
あ
ば
け
ん
し
こ
生
え
ち
ょ
う

る
。「
市
山
様
は
今
で
も
大
切
に
せ
よ
」
ち
ゅ

う
言
い
伝
え
じ
ゃ
が
。
こ
の
市
山
様
の
お
祓は

ら

え

※
⑪
に

　

帰き

命み
ょ
う

頂ち
ょ
う

来ら
い

御ご

本ほ
ん

山ざ
ん 

市
山
槙ま

き

嶽だ
け

大
明
神
様

の
御
本
地
を
詳
し
く
拝
み
奉
れ
ば
有
り
難

や
。
愛あ

た
ご宕
勝し

ょ
う
ぐ
ん軍
大
権
現
殿
と
て
拝
み
奉
る
。

も
と
よ
り
大
天
狗
の
事
な
れ
ば
、
昼
間
に

三
度
、
夜よ

間ま

に
三
度
、
三
千
世
界
を
駆
け

巡
り
給
え 

住す
み
か家
ど
も
無
く
、
里
よ
り
三
里

山
奥
、
白
岩
岳
の
川
上
、
お
う
の
ぜ
ん
じ
ょ

う
山
の
絶
頂
を
黄こ

が
ね金
の
山
と
見
定
め
、
久く

遠お
ん

の
杜も

り

に
二
つ
の
神み

こ
し輿
を
引
き
締
め
、
こ

れ
を
こ
そ
市
山
権
現
様
と
奉
る

ち
ゅ
う
と
が
わ
る
わ
い
。
そ
の
終
わ
り
ぃ
、

　
　

朝
日
差
す 
夕
日
輝
く 

木
の
下
に 

黄
金
む

　
　

千
両

と
あ
る
け
ん
ど
、
ま
だ
誰
も
そ
の
黄
金
を
見
つ

け
た
者
は
お
ら
ん
げ
な
。

　
（
聞
き
手
・
整
理

　

甲
斐 

直
・
山
中 

重
光
・
松
岡 

正
社
）

ま
っ
た
と
げ
な
。
そ
う
し
て
境
の
こ
と
じ
ゃ
あ 

あ
る
し
「
天
狗
様
は
神
様
の
山
に
お
る
か
ら
、

そ
り
ゃ
あ
奥
畑
の
方
の
氏
神
様
か
、
小
河
内
の

方
の
氏
神
様
か
」
ち
ゅ
う
て
両
方
の
争
い
事ご

て

ぇ

な
っ
た
と
げ
な
。
奥
畑
の
方
は
「
め
ん
め
ぇ
ど

も
※
④
が
見
つ
け
た
か
ら
、
奥
畑
で
祭
っ
て
お

く
」
と
言
う
て
、
一
方
、
小
河
内
の
方
は
「
そ

こ
は
め
ん
め
ぇ
ど
も
の
土
地
じ
ゃ
か
ら
、
こ
っ

ち
の
氏
神
様
ん
と
」
ち
ゅ
う
て
、
と
う
と
う
椎

葉
村
と
諸
塚
村
と
の
争
い
に
ま
で
広
が
っ
た
と

げ
な
。
そ
う
し
て
、
し
ま
い
に
ゃ
あ
両
方
が
、

こ
の
あ
た
り
を
支
配
し
ち
ょ
っ
た
相さ

が
ら良
藩は

ん

に
申

し
出
て
、
裁
判
が
行
わ
れ
た
な
ら
「
そ
の
槙
の

木
の
一
の
枝
※
⑤
の
向
い
た
方
の
村
の
氏
神
で

あ
る
」
ち
ゅ
う
て
申
し
渡
さ
れ
た
げ
な
。
し
た

な
ら
、
一
の
枝
は
椎
葉
村
の
方
に
向
い
ち
ょ
っ

た
か
ら
、
椎
葉
村
の
小
河
内
の
氏
神
様
に
な
っ

た
と
ち
ゅ
う
。
そ
れ
か
ら
後
は
、
諸
塚
村
の
奥

畑
の
方
に
も
市
山
様
が
祭
ら
れ
て
お
る
と
げ

な
。
ま
た
椎
葉
村
大
字
下
福
良
仲
塔
の
五
ヶ
所

の
木
浦
ち
ゅ
う
集
落
に
も
、
飛
び
神
様
※
⑥
と

し
て
市
山
様
を
祭
っ
て
お
る
げ
な
わ
い
。

　

そ
れ
か
ら
数
百
年
た
っ
て
の
こ
と
。
こ
の
山

に
ゃ
あ
大
け
な
槙
の
木
が
あ
ば
け
ん
し
こ
※
⑦

あ
る
か
ら
、
こ
の
木
を
伐
採
し
に
来
る
人
が
お
っ

た
げ
な
。
越
前
の
国
か
ら
ヤ
ロ
ク
・
ヒ
コ
ロ
ク
※

⑧
と
い
う
者
が
何
人
も
の
人
夫
を
引
き
連
れ
て

来
て
、
槙
の
木
を
伐
り
出
し
よ
っ
た
げ
な
。
と

こ
ろ
が
そ
の
時
ぃ
、
ど
う
し
て
か
、
山
か
ら
猿

と
赤

あ
か
に
わ
と
り
鶏
が
ち
ぃ
て
出
て
き
た
げ
な
。
ヤ
ロ
ク
た

ち
は
不
思
議
が
っ
て
お
っ
た
け
ん
ど
、
伐
採
し

た
木
を
、
今
の
岩
屋
戸
の
所
に
こ
ず
ん
で
※
⑨

お
い
て
お
っ
た
と
げ
な
が
、
そ
こ
で
半
分
は
焼

け
て
し
も
う
た
げ
な
。
残
り
は
筏い

か
だ
で
流
ぇ
て
耳

　

椎
葉
村
大
字
松
尾
の
小こ

が
わ
ち

河
内
の
奥
山
に
神
社

が
あ
る
わ
い
。
市
山
権
現
様
※
①
ち
ゅ
う
と

じ
ゃ
け
ん
ど
、
こ
の
神
社
の
話
を
す
る
わ
い
。

　

市
山
権
現
様
は
、
小
河
内
よ
り
四
キ
ロ
も
離

れ
た
耳
川
支
流
の
小
河
内
川
上
流
。
分
水
嶺
に

な
る
白
岩
岳
の
中
腹
に
あ
た
り
、
隣
村
の
諸

塚
村
七
ツ
山
と
の
境
に
か
か
る
峠
に
あ
る
わ

い
。
駄
賃
付
け
の
道
じ
ゃ
あ 

な
か
っ
た
け
ん

ど
、
松
尾
の
小
河
内
か
ら
諸
塚
村
の
七
ツ
山
に

抜
く
る
往
還
じ
ゃ
っ
た
。
そ
こ
の
峠
ぇ
市
山
権

現
様
の
御
本
宮
が
あ
る
っ
ち
ゃ
わ
い
。
お
宮
に

は
、
大
け
な
槙ま

き

の
木
が
生
え
ち
ょ
っ
て
、
今
か

ら
四
百
年
前
に
は
、
ま
ぁ
だ
ま
ぁ
だ
大
け
な
木

が
茂
っ
ち
ょ
っ
た
っ
ち
ゃ
ね
ぇ
か
し
ら
ん
。
松

尾
庄
屋
の
管
理
下
に
あ
っ
た
け
ん
ど
、
た
ま
た

ま
あ
る
時
ぃ
、
隣
の
諸
塚
村
の
七
ツ
山
の
奥
畑

の
人
が
、
こ
の
山
に
入
っ
て
来
て
、
槙
の
木
を

伐
り
倒
し
よ
っ
た
げ
な
。
そ
う
し
て
、
ね
っ
き

※
②
に
あ
る
直
径
六
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
槙
の

木
を
見
て
、
そ
の
下
が
ウ
ト
※
③
に
な
っ
ち
ょ

う
る
か
ら
、ち
ょ
い
と
中
を
覗の

ぜ

ぇ
て
見
た
な
ら
、

お
鏡
と
短
刀
が
あ
る
と
を
見
つ
け
た
ち
ゅ
う
。

短
刀
は
約
五
〇
セ
ン
チ
ぐ
れ
ぇ
の
長
さ
で
、
奥

畑
の
人
は
、
こ
れ
は
大で

え
じ事
じ
ゃ
が
ち
ゅ
う
こ
と

で
、
皆
に
知
ら
せ
た
げ
な
。
奥
畑
で
も
、
小
河

内
で
も
大
騒
ぎ
ぃ
な
っ
て
「
い
っ
た
い
誰
ん
と

じ
ゃ
ろ
う
か
」。「
い
や
、
そ
り
ゃ
あ
天
狗
様
の

も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ど
う
か
」
ち
ゅ
う
て
、
噂
が
広

椎
葉
の
民
話

111

「
市い

ち

山や
ま

権ご
ん

現げ
ん

の
話
」

語
り
手　

甲
斐 
忠ち

ゅ
う

弥や 
さ
ん

松
尾
（
小
河
内
）

明
治
34
年
２
月
10
日
生
ま
れ
（
故
人
）
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■募集締切　１月23日（金）
■申し込み・問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

地域みんなで見守ります
「冬の青少年を伸ばす運動」
　冬休みは、正月などの諸行事や、
年末・年始の慌ただしさも加わり、
青少年にとって生活が不規則になる
など、非行を誘発しやすい環境にあ
ります。
　そこで、青少年が自ら規律ある生
活を送り、地域での様々なふれあい
を通して、心豊かに成長するよう、
県民が一体となって地域ぐるみで取
り組む運動です。
　椎葉の子どもたちを村民一体と
なって見守り、育んでいくために皆
様のご協力をよろしくお願いいたし
ます。
■期間　12月24日（水）〜
　　　　　　　１月12日（月）
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会 社会教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０

椎葉に関する本を
紹介します！

　著者は大正14（1925）年生まれで
椎葉村の不土野地区出身、現在 東
京在住の椎葉 花

は な

さん。ほぼ半世紀
前の椎葉の記憶をまとめ上げた一冊
です。

思い出の里
　−奧椎葉−
著 ／ 椎葉 花

（定価：2,000円）

■販売先
　椎葉民俗芸能博物館
　　☎０９８２−６８−７０３３
　椎葉村物産センター
　　☎０９８２−６７−３１３９

 成人おめでとう！
椎葉村成人式

■期日　１月４日（日）
■場所　椎葉村開発センター
■内容
・式典９：30 〜（受付８：30 〜）
・ミニコンサート　10：30 〜
　シンガーソングライター　服部 赳志
・記念講演　11：00 〜
   落語家　林家 花丸
　※一般の方もご覧いただけます
・記念撮影　12：00 〜
■新成人者 ※公民館別記載
 （S63/４/２〜 H元/４/１生）
　44人（男性23人・女性21人）

【上椎葉】椎葉真澄・山中寿範・
　田上武人・椎葉幸介・椎葉巨将・
　椎葉識斗・橋本俊和・椎葉唱太・
　寺原ひろみ・尾前静香・甲斐紗也香・
　椎葉静香・椎葉智子・井手三緒・
　右田麻美・中村友里恵

【尾八重】椎葉綾・椎葉結
【仲　塔】那須厚祐
【鹿野遊】那須幸二・那須沙織
【尾　向】甲斐翼・椎葉力矢・
　甲斐翔紀・椎葉猛・椎葉瑞紀

【不土野】那須千優
【大河内】中竹政博・阪本健太・
　椎葉誠也・椎葉啓太・谷川優紀・
　椎葉茉莉恵

【小　崎】右田圭世・甲斐信・
　中瀬千寿・中瀬京

【松　尾】岡村拓尭・中村進也・
　甲斐悠矢・濱砂明日香・荒竹晴菜・
　甲斐梨恵・原田照子
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎０９８２−６７−２８５０

有効利用で家族サービス
「家庭の日」優待制度

　毎月第３日曜日の「家庭の日」に、県
内各地の施設・店舗等の協力を得て、
優待制度を実施しています。家族の心
がふれあう場としてご利用ください。
※「家庭の日」にお子様連れの家族

で、協力施設や店舗を利用される
とき、優待券を提出すると料金割
引等のサービスが受けられます。

※優待券が必要です。学校で配られ

ているチラシや、ホームページか
らダウンロードしたものをご利用
ください。

■問い合わせ先
　宮崎県青少年育成県民会議
　　☎０９８５−２６−７０４１
　　http://www.pref.miyazaki.lg.jp/
　椎葉村教育委員会
　　☎０９８２−６７−２８５０

乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

入札会の結果
　平成20年度 第14回乾椎茸入札会
の結果をお知らせします。
■期日　12月12日
■場所　経済連椎茸流通センター
　　　　（日向市）

【出品箱数】　151箱（＋71）
　　　※全体 824箱（＋201）

【平均価格】　3,197円（−57）
　　　※全体 3,102円（＋82）

【高　　値】　5,590円
　（品柄：香

こう

信
しん

 並 大葉）
　　　※全体 6,430円（スライス）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

　広報「しいば」毎回楽しみに

読ませて頂いております。さて、

12月号の３ページ「鶴富姫」物

語の項の二段目「これを討ち取

ることは人の道にも劣ると悟

り」と言う文章ですが「人の道

に悖（もと）る」が正しい表現

だと思われます。どうぞご確認

ください。これからも楽しみに

しております。

（S．Hさん、椎葉村・K．Kさん）

 広報係より
　お二人からご指摘を受けまし

た。こちらの資料では「劣る」

になっていたのですが、調べま

したところ、確かに悖
もと

る（悖る

＝道理にそむく。反する）が正

しいようです。お詫びして訂正

させていただきます。ご指摘あ

りがとうございました。（リキ）

みんなの声



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●12月１日現在
　男　　1,559人（−4）
　女　　1,628人（−3）
　計　　3,227人（−7）
世帯数　1,266戸（−3）
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は70歳になるまで加入できる特
例があります。

②日本国籍で海外に住んでいる20歳
以上65歳未満の方

③老齢（退職）年金を受けられる60
歳未満の方

■問い合わせ先
　延岡社会保険事務所
　　☎０９８２−２１−５４２４
　役場 税務住民課 国民年金係
　　☎０９８２−６７−３２０５

特別障がい者手当のこと
ご存じですか？

　在宅で知的又は身体に重度の障が
いのある方の、特別な負担を軽減す
るため、特別障がい者手当が支給さ
れます。
■手当の種別と内容
①特別障がい者手当
【対象者】
　20歳以上で重複する重度障がい
を有し、常時特別の介護を必要と
する在宅の障がい者で知事が認定
した方

【支給月額】　26,440円
　※ただし、所得制限有り

②障がい児福祉手当
【対象者】
　20歳未満で常時介護を必要とす
る障がいを有する在宅の障がい児
であって知事が認定した方

【支給月額】　14,380円
　※ただし、所得制限有り

【手続書類】※①②共通
申請書・印鑑・身体障がい者手帳・
療育手帳・診断書・所得証明書

■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

障がい者スポーツ大会
（第８回宮崎県大会）

出場者募集！
　障がい者の社会参加を推進すると
ともに、県民の障がいに対する理解
を深めることを目的としたスポーツ
の祭典が行われます。
■期日　５月10日（日）
■場所　県総合運動公園ほか

税の納期（１月分）
　納期限内に納めましょう。
　【村（県）民税】（４期）
　【国民健康保険税】（８期）
■納　期　限　１月30日
■口座振替日　１月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　 １月13日（火）・２月10日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　８：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　 １月19日（月）・２月16日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

ネットで簡単
便利なｅ−Ｔａｘ

　インターネットで「国税電子申
告・納税システム（e-Tax）」を利
用することで、国税に関する次の手
続きが自宅や事務所で済ませること
ができます。
■利用できる手続き
①所得税、法人税、消費税、酒税お

よび印紙税の申告
②すべての国税の納税
③法定調書などの申請・届出など
■問い合わせ先
　延岡税務署
　　☎０９８２−３２−３３０１
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５
※詳しくは国税庁e-Taxホームペー

ジををご覧ください。
　http://www.e-tax.nta.go.jp

35歳・40歳で確認を！
納めて安心 国民年金

　35歳は、年金加入の節目ともいえ
ます。老齢基礎年金を受けるには最
低でも25年の受給資格期間が必要と
なりますが、35歳から60歳になるま
でがちょうど25年。これからのすべ
ての期間きちんと加入していれば、
老齢基礎年金を受ける資格を得るこ
とができます。
　また、40歳から60歳になるまでき
ちんと加入していた方は、60歳から
65歳になるまで任意加入をすれば、
25年の受給資格期間を満たし、老齢
基礎年金が受けられます。
■希望すれば加入できる方（任意加入）
※次の方は、希望すれば国民年金

の任意加入者になることができ
ます。

①日本国内に住む60歳以上65歳未満
の方
※昭和40年４月１日以前生まれで

受給資格期間が不足している方
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カメラ さんぽ

　８月に椎葉村の中学３年生が、シンガポー
ルでホームステイ。今回はシンガポールの学
生20人が椎葉村へやって来て、10戸の家庭で
ホームステイ。「アジア友好の翼」は椎葉村
が毎年行う国際交流事業です。生徒たちが国
際性豊かな人材となり、大きく社会へと羽ば
たいてくれることを願っています。

中学生の国際交流

▶
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
お
土

産
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
と
て

も
す
て
き
な
笑
顔
の
交
換

▲ぎこちない杵
きね

さばき。餅つきは初めての体験
（11月29日・開発センター）

▲椎葉小学校のみなさんから平寿園のみなさ
んへのプレゼント。「自分たちの育てたお
米で作ったお餅です」（12月10日）

▲親子で一緒に餅つきペッタン！

　

冬
の
恒
例
行
事
、
持
久
走
大
会
と
餅

つ
き
大
会
。
地
区
の
人
た
ち
も
集
ま
っ

て
、
村
内
の
各
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
（
12
月
７
日
・
松
尾
小
学
校
）

走って 食べて 
寒さ吹き飛べ！

▲おいしくできたかな？

▶
毎
日
練
習
し
て
き
た
持
久
走
。
接
戦
を

せ
い
し
て
ゴ
ー
ル
し
、ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
！
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春夏秋冬　まるごと椎葉

もうすぐ正月 
しめ縄作り

　今年も残り２週間。上椎葉サロンのみなさん
が、稲ワラをもって集まりました。ここで行っ
たのは、正月用のしめ縄作り。辺り一面に笑い
声を響かせながら、楽しく今年を締めくくり、
明るい新年を迎えます。（12月17日・針金橋）

▲４人がかりで編み込んで、立派なしめ縄のできあがり

　高さ30メートルは日本最大級。椎葉小学校のグラウンドにそびえ立
つメタセコイヤの木に輝くのは約９千個のＬ

エル

Ｅ
イー

Ｄ
ディー

。「希望のともしび
づくり実行委員会」のみなさんが、青年団と協力して設置しました。
点灯式が行われたのは、平家まつり初日の11月７日。子どもたちに夢
と希望をあたえる温かな光は、２月初旬まで点灯します。

夜空を照らすイルミネーション

レモンができました

　熱帯産のレモン。冬場寒くなる椎葉で
も、露地栽培で立派な実をつけました。椎
葉ヒロ子さん大喜び（11月28日・下椎葉）

僕
た
ち
の
年
だ
「
モ
ォ
〜
」

（
矢
立
・
椎
葉
利
明
さ
ん
宅
の
子
牛
）

今
年
は
丑う

し

年ど
し

で
す

恵みに感謝　収穫祭

▲「結
ゆい

の会」の収穫祭。ソバオーナーが
ソバ打ちを体験（11月30日・栂尾）

▲福祉作業所「楽らく村」の収穫祭。手
作り料理をいただいて、カラオケ歌っ
た「水戸黄門」（11月30日・桑の木原）
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死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉　

英
幸 

様
（
竹
の
枝
尾
日
当
）
76
歳

　

黒
木　

四
郎 

様
（
古
枝
尾
下
）
84
歳

　

藏
座　

元
斗 

様
（
追　

手　

納
）
11
歳

　

椎
葉
サ
ツ
キ 

様
（
合　

戦　

原
）
81
歳

　

那
須
大
八
郎 

様
（
中　
　
　

尾
）
92
歳

　

那
須
ス
エ
ノ 

様
（
小　
　
　

崎
）
76
歳

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

黒
木　
　

司 

様
（
小
ヶ
倉
）

　
　
（
故 

黒
木 

杉
波 

様
）

　

黒
木　

悦
子 

様
（
古
枝
尾
下
）

　
　
（
故 

黒
木 

四
郎 

様
）

　

椎
葉　

作
子 

様
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　
　
（
故 

椎
葉 

英
幸 

様
）

　

那
須
菊
太
郎 

様
（
小　

崎
）

　
　
（
故 

那
須
ス
エ
ノ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
11
月
届
出
分
）

１
日　

飲
酒
運
転
絶
滅
旬
間（
〜
10
日
）

　
　
　

学
習
発
表
会
（
小
学
校
）

３
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

県
内
高
校
推
薦
入
学
選
抜
検
査

９
日　

平
成
21
年
税
申
告
相
談

　
　
　
　
（
〜
３
月
９
日
・
村
内
各
地
区
）

　
　
　

３
月
期
子
牛
村
品
評
会（
那
須
橋
）

10
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

13
日　

立
志
式
（
松
尾
中
学
校
）

15
日　

学
習
発
表
会
（
不
土
野
小
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

17
日　

県
婦
人
大
会
（
宮
崎
市
）

20
日　

立
志
式
（
椎
葉
中
学
校
）

　
　
　

３
月
期
子
牛
郡
共
進
会（
延
岡
市
）

22
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

子
ど
も
の
声
を
聞
く
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

24
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

25
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

２
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより尾向小学校

尾向小 養護教諭

布
ふ

施
せ

 朗
あき

子
こ

 さん

　

自
分
も
相
手
も
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
く
な
る
「
魔
法
の
耳
・
魔
法
の
言

葉
」
と
は
？ 

毎
日
が
ん
ば
り
す
ぎ
て

い
る
お
母
さ
ん
に
お
す
す
め
で
す
。

『
マ
マ
が
お
こ
る
と
か
な
し
い
の
』

　
　
　
　
　
（
金
の
星
社
）

著 

／ 

せ
が
わ 

ふ
み
こ

尾向小 ６年

尾前 夏
なつ

美
み

 さん

　

あ
る
日
、
買
い
物
に
行
っ
た
よ
し

子
は
、
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
ポ
ケ
ッ
ト
へ･･･

。
う
そ

を
つ
い
た
よ
し
子
は
果
た
し
て
？

『
こ
わ
い
！
』　　

  

（
講
談
社
Ｋ
Ｋ
文
庫
）

著 

／ 

令
丈 

ヒ
ロ
子

　

ア
イ
ピ
ン
グ
村
に
あ
ら
わ
れ
た
風

変
わ
り
な
男
。
い
つ
も
顔
は
包
帯
で

ぐ
る
ぐ
る
ま
き
。
実
験
を
し
て
い
る

様
子
だ
っ
た
謎
の
男
は
、
数
ヶ
月
後

こ
つ
ぜ
ん
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。

『
透
明
人
間
』　　
　
　
　

 

（
偕
成
社
）

著 

／ 

Ｈ
．
Ｇ
．
ウ
ェ
ル
ズ

訳 

／ 

雨
沢　

泰

19

　

う
さ
ぎ
の
親
子
が
想
像
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
お
い
か
け
っ
こ
。
子
う
さ
ぎ

が
魚
に
な
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
は
漁

師
に
な
っ
て
追
い
か
け
ま
す
。
子
ど

も
を
温
か
く
包
み
込
む
絵
本
で
す
。

作 
／ 
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｗ
・
ブ
ラ
ウ
ン

絵 
／ 

ク
レ
メ
ン
ト
・
ハ
ー
ド

訳 

／ 

い
わ
た 

み
み

『ぼくにげちゃうよ』
（ほるぷ出版）
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▼
今
年
の
干
支
は
二
番
目
の
「
丑
」。
丑
年
の
人

は
、
穏
や
か
な
性
格
で
、
温
厚
な
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
地
道
に
努
力
を
重
ね
る
忍
耐
強
さ
を

持
ち
、
将
来
的
に
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
「
大
器
晩
成
型
」
だ
と
か
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
統
計
学
的
な
こ
と
な
の

で
参
考
ま
で
に
▼
椎
葉
村
の
面
積
は
県
内
で
４

番
目
の
広
さ
。
平
成
の
大
合
併
が
行
わ
れ
る
前

は
、
九
州
の
市
町
村
の
中
で
一
番
の
広
さ
で
し

た
。
そ
の
中
に
公
民
館
単
位
で
分
け
る
と
10
地

区
あ
り
ま
す
。
年
男
・
年
女
の
取
材
で
12
月
12

日
に
３
地
区
を
回
り
ま
し
た
が
、
車
で
走
っ
た

距
離
は
約
１
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
改
め
て
そ

の
広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
▼
文
末
に
な
り
ま
し

た
が
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
カ
メ
ラ
片
手
に
、
村
内
各
地
へ
出
か
け

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

今
回
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の

は
丑
年
生
ま
れ
の
山
中
正
敏
さ
ん
。
取

材
に
は
奥
さ
ん
の
ケ
サ
子
さ
ん
と
と
も

に
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に

写
真
を
撮
っ
た
「
牛
」
は
と
て
も
お
と
な

し
く
、
撮
影
は
す
ぐ
に
終
了
。
優
し
く

語
り
か
け
、
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
い

る
そ
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
お
二
人

は
「
孫
の
成
長
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
で
椎
葉
中
学
校

出
身
の
山
中
貴

弘
さ
ん
（
国
士

舘
大
学
４
年
・

陸
上
部
キ
ャ
プ

テ
ン
）
は
、
今

年
も
箱
根
駅
伝

を
走
る
と
の
こ

と
。
村
民
み
ん

な
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
！

「
丑う

し

年ど
し

生
ま
れ
の
年と

し

男お
と
こ」
と
「
牛う

し

」

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

渾
身
の
声
に
奏
す
る
神
楽
歌	

小
丸
川
河
童

夜
神
楽
や
翁
も
囃
子
も
矍
鑠
と	

中
瀬　
　

汀

競
り
歌
が
と
ん
で
神
楽
の
足
軽
し	

那
須　

瑞
穂

亡
き
父
の
笛
の
音
偲
ぶ
里
神
楽	

山
本　

和
枝

［
評
］「
神
楽
」
の
語
は
「
神か

み

座く
ら

」
の
音
略
で
、
神
座
の
音
楽
と
い
う
意

味
を
も
つ
。
俳
句
の
世
界
で
は
非
常
に
古
く
、
風
格
を
も
っ
た
冬

の
季
語
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
夜
神
楽
は
、
日
向
か
ら
発
生
し
た

土
地
の
貌
と
し
て
の
季
語
で
、
意
義
は
深
い
。

　
　
　
〈
第
一
句
〉
は
神
楽
歌
。
舞
に
合
わ
せ
て
う
た
う
歌
だ
が
、
詞
は

単
純
、形
式
も
素
朴
な
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
声
は「
渾
身
」。

　
　
　
〈
第
二
句
〉は
夜
神
楽
。
深
更
に
及
ぶ
。
時
に
は
夜
を
徹
す
る
と
か
。

そ
れ
な
り
に
体
力
、
気
力
が
求
め
ら
れ
る
。
舞
役
も
囃
子
方
も
若

者
を
凌
ぐ
。
い
や
そ
れ
よ
り
も
「
矍
鑠
」
の
も
つ
芸
の
魅
力
。

　
　
　
〈
第
三
句
〉
神
楽
も
佳
境
に
入
る
こ
ろ
「
競
り
歌
」
が
と
ぶ
。
神

と
演
者
と
観
客
が
一
体
に
な
っ
た
時
だ
。
舞
人
の
足
が
軽
く
な
る

と
い
う
実
感
。

　
　
　
〈
第
四
句
〉
は
「
里
神
楽
」。
こ
の
や
さ
し
い
語
感
に
さ
そ
わ
れ
る

よ
う
に
亡
き
父
君
を
詠
む
。
祖
父
、
父
、
子
、
孫
へ
つ
な
が
る
笛

と
笛
の
音
。
少
し
愛
し
く
、
懐
か
し
く
。

《
入
選
》

十
根
川
に
新
蕎
麦
の
旗
立
ち
に
け
り

那
須　
　

正

柚
子
の
皮
き
ざ
み
幸さ

き

わ
い
老
女
か
な

黒
木
八
重
子

釣

人

の

影

絵

の

ご

と

し

冬

岬

小
八
重
知
津
子

日
本
晴
見
上
げ
る
空
に
柿
た
わ
わ

椎
葉
ツ
ユ
子

野
佛
に
一
礼
を
し
て
刈
田
行
く

戸
辺　

好
郎

《
優
秀
作
》

雪
降
れ
ば
楽
し
い
け
れ
ど
さ
み
し
い
な

（
三
年
）
那
須　

祐
美

冬
の
空
星
降
る
夜
に
手
を
伸
ば
す

（
三
年
）
椎
葉　
　

唯

《
佳
作
》

窓
開
け
て
白
一
面
の
雪
化
粧

（
一
年
）
椎
葉　

七
恵

剣
道
小
僧
極
寒
に
負
け
ね
ぇ
ぞ

（
一
年
）
椎
葉　

章
和

玄
関
を
開
け
て
び
っ
く
り
霜
柱

（
一
年
）
那
須　
　

希

雪
降
り
て
遠
く
の
山
は
輝
く
よ

（
二
年
）
尾
前　

翔
平

雪
降
っ
て
足
の
冷
た
さ
体
育
館

（
二
年
）
那
須　

理
一

木
枯
ら
し
に
吹
か
れ
て
歩
く
ダ
ム
の
道

（
二
年
）
吉
持　

賛
花

雪
降
り
て
窓
を
開
け
れ
ば
銀
世
界

（
三
年
）
尾
前　

大
地

冬
晴
れ
に
空
を
見
上
げ
て
決
意
よ
し

（
三
年
）
椎
山　
　

環

鼻
赤
し
み
ん
な
笑
顔
で
雪
合
戦

（
三
年
）
椎
山　
　

環

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務

課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎
葉
中
学
校
「
冬
の
俳
句
」

（
一
年
十
六
句
・
二
年
十
七
句
・
三
年
二
十
二
句
よ
り
）

選
・
角　

光
雄 

先
生（
あ
じ
ろ
主
宰
）
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　ツバキ科サカキ属の常緑高木。神社の境内に植栽
され、夜神楽などさまざまな神事に玉串としてよく
使われるので、本村で知らない人はいないでしょう。
漢字では「榊」と書き、神様と縁が深い木です。サ
カキの名は栄木（サカエギ）からの転訛とされてお
り、昔はサカキ一種を意味するのではなくマツ、ス
ギ、カシなど常緑樹を神事に用いたときの総称だっ
たようです。本村では標高400m以下の常緑樹（照
葉樹）林に生育します。樹高12m、幹の径30㎝程に
成長し、本州中部以西から四国、九州、台湾、中国
中南部、韓国済州島に分布します。樹皮は平滑で灰
褐色を呈し、若枝は緑色で芽が鎌状に曲がるのが本
種の特徴です。葉は長さ５、６㎝、幅３、４㎝の全
縁の楕円形で、やや厚く光沢があり互生します。雌
雄同株で５−６月頃、径１㎝あまりの白い花が下向
きに咲き、冬に液果が黒熟して野鳥に好まれます。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

サカキ
75

フェイス！
Face 
in January

21
歳
・
尾
向
（
三
方
界
）

勤
務
先
：
向
山
児
童
館

趣　

味
：
お
菓
子
作
り
・
ギ
タ
ー

　向山児童館で臨時職員として働いています。子どもた
ちから元気をもらって楽しく過ごしています。これから
ますます寒くなりますが、子どもたちに負けないように
頑張りたいと思います。見かけたら気軽に声をかけてく
ださい。

尾
川　

翠み
ど
り 

さ
ん

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

冬
場
の
路
面
凍
結
に
は

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が

お
す
す
め
で
す
！

ＪＡ日向 椎葉給油所

未来にはばたけ！

椎葉 愛
まな

美
み

 ちゃん
上椎葉（針金橋団地）

平成19年１月９日生まれ

おとうさん：真丈 さん
おかあさん：美華 さん

トトロ、アンパンマンが大好き
で甘えっ子な愛美ちゃん。のび
のび、元気に育ってね。

甲斐 翔
しょう

惺
せい

 くん
松尾（竹の八重）

平成18年11月29日生まれ

おとうさん：睦宏 さん
おかあさん：マヤ さん

音楽に合わせて楽しく歌ったり踊っ
たりするのが大好きです。これから
も、元気にすくすく育ってね。

12

　明るく元気な職場。スタッフは７人。燃料補
給と、こまめなオイルやタイヤの点検・交換で、
ドライバーの安全運転をサポートします。
　みなさんお気軽にお立ち寄りください。 所長　椎葉 龍

りゅう

一
いち

 さん

（☎ 0982−67−2898）


